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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年12月18日(2008.12.18)

【公開番号】特開2007-159964(P2007-159964A)
【公開日】平成19年6月28日(2007.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2007-024
【出願番号】特願2005-363125(P2005-363125)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３３２Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月5日(2008.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に発射された遊技球が所定の始動領域へ入賞すると始動入賞記憶として所定数
を上限に記憶し、前記始動記憶を消化しながら補助遊技を実行するとともに、前記補助遊
技の遊技結果に対応して遊技者に特典を付与する遊技用装置と、
　前記遊技用装置から遊技に関する情報を収集する遊技情報収集手段と、を備え、
　前記遊技用装置は、前記遊技領域に発射された遊技球の数を特定するアウト球数情報、
前記始動領域へ入賞した遊技球の数を特定する始動入賞数情報、及び、実行された前記補
助遊技の回数を特定する補助遊技実行回数情報を前記遊技情報収集手段へ出力する遊技管
理システムにおいて、
　前記遊技情報収集手段によって収集された情報に基づいて、前記始動領域へ入賞した遊
技球の数と、実行された前記補助遊技の回数との相関関係を求める相関関係算出手段と、
　遊技場が目標とする営業成績に関わる目標情報を入力する目標情報入力手段と、
　前記始動領域へ遊技球が入賞する頻度の設定値を、前記相関関係に基づき前記目標情報
に対応させて算出する入賞頻度設定値算出手段と、を備えることを特徴とする遊技管理シ
ステム。
【請求項２】
　前記相関関係算出手段は、前記遊技領域に発射された所定数の遊技球あたりの前記始動
領域へ入賞した遊技球の数である単位始動入賞数と、前記遊技領域に発射された所定数の
遊技球あたりの前記補助遊技の実行回数である単位補助遊技実行回数との相関関係を、過
去の単位始動入賞数及び過去の単位補助遊技実行回数を用いて、所定の関数によってモデ
ル化して求めることを特徴とする請求項１に記載の遊技管理システム。
【請求項３】
　期間を特定する期間特定情報を記憶する期間特定情報記憶手段を備え、
　前記相関関係算出手段は、前記期間特定情報と対応付けて前記相関関係を求めることを
特徴とする請求項１又は２に記載の遊技管理システム。
【請求項４】
　前記期間特定情報は、曜日であることを特徴とする請求項３に記載の遊技管理システム
。
【請求項５】
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　前記遊技情報収集手段によって収集された情報を、時間帯と対応付けて記憶する時間帯
別情報記憶手段を備え、
　前記相関関係算出手段は、前記時間帯別情報記憶手段に記憶された情報に基づいて前記
相関関係を求めることを特徴とする請求項１から４のいずれか一つに記載の遊技管理シス
テム。
【請求項６】
　前記遊技情報収集手段によって収集された情報を、前記遊技領域に発射された所定数の
遊技球と対応付けて記憶するアウト球数別情報記憶手段を備え、
　前記相関関係算出手段は、前記アウト球数別情報記憶手段に記憶された情報に基づいて
前記相関関係を求めることを特徴とする請求項１から４のいずれか一つに記載の遊技管理
システム。
【請求項７】
　前記遊技情報収集手段によって収集された情報を、前記遊技用装置の機種を特定する機
種情報と対応付けて記憶する機種情報記憶手段と、
　所定の入力操作によって前記目標情報の対象となる機種を特定する機種特定手段と、を
備え、
　前記相関関係算出手段は、前記遊技情報収集手段によって収集された情報のうち、前記
機種特定手段によって特定された機種の遊技用装置から収集された情報が所定量より少な
い場合は、当該機種の遊技用装置から収集された情報に当該機種以外の他の機種の遊技用
装置から収集された情報を追加した情報に基づいて前記相関関係を求め、前記遊技情報収
集手段によって収集された情報のうち、前記機種特定手段によって特定された機種の遊技
用装置から収集された情報が存在しない場合は、当該機種以外の他の機種の遊技用装置か
ら収集された情報のみに基づいて前記相関関係を求める代用機種相関関係算出手段を備え
ることを特徴とする請求項１から６のいずれか一つに記載の遊技管理システム。
【請求項８】
　遊技用装置の仕様を機種ごとに出力する仕様出力手段と、
　所定の入力操作によって前記他の機種を特定する代用機種特定手段と、を備え、
　前記代用機種相関関係算出手段は、
　前記機種特定手段によって特定された機種の遊技用装置から収集された情報が所定量よ
り少ない場合は、前記仕様出力手段によって遊技用装置の仕様を機種ごとに出力させると
ともに、前記機種特定手段によって特定された機種の遊技用装置から収集された情報に前
記代用機種特定手段によって特定された機種の遊技用装置から収集された情報を追加した
情報に基づいて前記相関関係を求め、
　前記機種特定手段によって特定された機種の遊技用装置から収集された情報が存在しな
い場合は、前記仕様出力手段によって遊技用装置の仕様を機種ごとに出力させるとともに
、前記代用機種特定手段によって特定された機種の遊技用装置から収集された情報のみに
基づいて前記相関関係を求めることを特徴とする請求項７に記載の遊技管理システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　第1の発明は、遊技領域に発射された遊技球が所定の始動領域へ入賞すると始動入賞記
憶として所定数を上限に記憶し、前記始動記憶を消化しながら補助遊技を実行するととも
に、前記補助遊技の遊技結果に対応して遊技者に特典を付与する遊技用装置と、前記遊技
用装置から遊技に関する情報を収集する遊技情報収集手段と、を備え、前記遊技用装置は
、前記遊技領域に発射された遊技球の数を特定するアウト球数情報、前記始動領域へ入賞
した遊技球の数を特定する始動入賞数情報、及び、実行された前記補助遊技の回数を特定
する補助遊技実行回数情報を前記遊技情報収集手段へ出力する遊技管理システムにおいて
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、前記遊技情報収集手段によって収集された情報に基づいて、前記始動領域へ入賞した遊
技球の数と、実行された前記補助遊技の回数との相関関係を求める相関関係算出手段と、
　遊技場が目標とする営業成績に関わる目標情報を入力する目標情報入力手段と、前記始
動領域へ遊技球が入賞する頻度の設定値を、前記相関関係に基づき前記目標情報に対応さ
せて算出する入賞頻度設定値算出手段と、を備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　　第１の発明によれば、遊技領域に発射された遊技球が所定の始動領域へ入賞すると始
動入賞記憶として所定数を上限に記憶し、前記始動記憶を消化しながら補助遊技を実行す
るとともに、前記補助遊技の遊技結果に対応して遊技者に特典を付与する遊技用装置と、
　前記遊技用装置から遊技に関する情報を収集する遊技情報収集手段と、を備え、前記遊
技用装置は、前記遊技領域に発射された遊技球の数を特定するアウト球数情報、前記始動
領域へ入賞した遊技球の数を特定する始動入賞数情報、及び、実行された前記補助遊技の
回数を特定する補助遊技実行回数情報を前記遊技情報収集手段へ出力する遊技管理システ
ムにおいて、前記遊技情報収集手段によって収集された情報に基づいて、前記始動領域へ
入賞した遊技球の数と、実行された前記補助遊技の回数との相関関係を求める相関関係算
出手段と、遊技場が目標とする営業成績に関わる目標情報を入力する目標情報入力手段と
、前記始動領域へ遊技球が入賞する頻度の設定値を、前記相関関係に基づき前記目標情報
に対応させて算出する入賞頻度設定値算出手段と、を備えることによって、遊技者の技量
を考慮して単位始動入賞数と単位補助遊技実行回数との相関関係を算出し、この相関関係
を用いて目標情報に対応する単位始動入賞数を算出することができるため、遊技者の技量
の要素を加味したうえで遊技場における釘調整に有用な情報を取得できる。
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